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曾我部正敏･根本隆文

佐川昭･大島前雄

まえがき

北海道における有炭地賛学は米人ライマン秘五873

年から等をそめ夜着炭地質調査に始婁るといえるであろ

う.彼の茅沼1幌内1静内1幾替別1美唄1奈井江･

赤平溶どの石炭調査は斬新なもので当時すでに地下等

深線輿を作成している.資本人としては北海道庁の

西山省吾など(蝸6)による石狩炭田空知1夕張両地域の

鉱物調養が初めてである.19!0年から五螂隼蛮では

地質調査所(当時農蒲務省に所属)の計圃的な炭田調査

が行なわれ各炭閏の報告書がつぎつぎと譜

表慈れた.他方この時代には財閥か北海

道に進出しその後半には北炭(西川冠次郎

ら知ることカミできた点に意義カミありその調査緕果がそ

の後の多くの石炭地質学的問題を解明するう克のいとぐ

ちになった点も少なくたい.

さらに政府は1950年CEAC(炭田探査審議会)の勧

告により国として第3回目の埋蔵炭量巌質統計調査を

6年間にわたって実施し埋蔵炭量の実態を正確に把握

した.この調査は統一された炭量計算基準に基づい

て全国の炭蘭1亜炭閏について行校われたものでそ
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に活躍している.

北海道の石炭地質学カミもっとも進歩したの

は工93峰北海道大学に理学部が新設され地

質学鉱物学教室か誕生してからである.同

教室の調査研究によって道内の諾炭閏の層

序構造地史匁とが新しい地質学に基づいて究

明され炭田の開発に間接的にときには直

接的に貢献してきている.第二次世界大戦
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の後における石炭資源の合

理的開発および国土総合開

発の基礎資料となっている.

｢北海道の炭蘭

埋蔵量生産最(昭和401

年以後)の面ですぐれてい≡

る道内の炭閏は中生代以,

隣に形成された堆積鎗に存1

一

存しており爽炭層は白亜≡

系上半部1古錦三系1新築:

三系などに挾有されている…

鰐ら野よ㌫直1㌻

祭11然1^紳.Y

1祭11ぐ一一一

層を含む地層は海成･陵』第1図北海道の炭蘭分諦鐵

成面相の互層からなることが多く堆積機構は複雑で査ぽよってζのように複雑租炭嗣における炭層変化の

きわめて興味ある研究課題をわれわれに提供している.実態赤把握されそれに基づいての予測が立てられるよ

戦後著しく進歩した層序1堆積学に立脚した近代的校調簑になった最近ぽおいてもこれらについての研究が
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とくに重視されている.また炭田の調査吏を振り返

ってみても石炭地質学の発展は石炭鉱業の焚せん麦

切り離して考えることはできない.す溶わち炭層の

賦存状況の解明が直接石炭資源の開発に結び付くという

点から研究の内容も企業面の反映がつよく見られる｡

皿石炭調査･研究の現状

北海道の炭田で行なわれているおも狂調査1研究をま

とめてみると次のように分けられる.

ω層序学･構造地質学的研究

(2)堆磧字母盲生物学駒蹴究

(3〕炭層忙伴う欝源の研究

(4〕炭質研究

(1)層序学･構造地質挙鮒研究

炭田における石炭地質調査はその基礎を層序学的段

階から行なわ泣ければ松らない｡この調査は岩石学

的･鉱物学的1古生物学的および堆積学的などの方法を

用いて地層の分布状態や坤質構造を調べ地層1炭層

が生成された経過構造が発展した過程と時期を明らか

にすることである｡亨のような調査･研究はライマン

の炭田調査以来地質調査所･大学･民間話会社によっ

てもっとも精力的かつ組織的に行なわれてきた､

古くは王912年当時の農商務省地質調査所の鉱物調査

報省にはじめて雨竜留地炭固の調査報告と炭団図とか発

表されている.以後現在に翌る謹で総合的炭開地質

図としては釧路炭田の一部(19611967)･留蔑炭団

の一部(1959)･石狩炭固の一部(196工)などが地質調

査所からまた天北炭田(蝸0)1釧路炭団(!鰯)

恋とが石炭協会から公表されている｡

他方大学および炭鉱話会社の調査1研究も多く前

者は主として堆積挙･地史学的性格を加味したものであ

って石狩田釧路炭田などにその成果の結集と総括か試

みられている｡後者の会社における調査･研究は永

年にわたり自己鉱区内での炭層賦存の実態を基盤とした

精細をきわめた成果が近年主たる技術者らによって発表

されている.たとえば釧路炭田における構造発達史

(馬淵精一螂2)石狩炭剛こおける峯延背斜の考察

(同ヨ代修一五95ユ)幌内層の層序と構造(高屋彰平

ユ952)構造運動と炭質の関係(坂倉勝彦19ら遂)およ

写真1肴猪戯鱒の孫燦鰯遼

質構造の形態甜規模などを解析しようとしている｡道

内では境在蜜でに石狩平野1釧路原野洲調査の劾象とな

った(地質蔦嵐一ス雌号六号の物理探査の項参照)

最近における構造地質学は構造物理挙を導入しでめ

ざましい進歩を余している.炭田において採炭方法･

採炭計画を規制する断層の研究は今までも行なわれて

書だカ童今後は小騎層や節理を測定しその共靭性や

前後関係を立証しながら地域の造構造慮カ場を空間的

響蔦蒙積狩燦閏脅浜凶鎚繊嚇窪鰯繰壷(学部興麓擬礫)

写真3発破筑ぽ火難をつめる

(字部興産鍵供)�
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･時間的に復元し構造生成機構を解明するなどの新し

い構造調査法の操用が望ましい,

一連のものを堆積輪廻といっている.またこのよう

に決まった輪廻のリズミックな繰り返しの1つ1つを小

堆積輪廻層と呼んでいる｡このような小堆積輪廻層は

地層の対比のみ杜らず炭田地奥の復禿地盤運動を解

明する要素として用いられている｡道内ぽおげる堆積

輪廻の研究は!96昨田代修一の石狩炭剛ζ端を発し

佐冷傑雄(蝸2)カ貴石狩炭団の堆積輪廻の成因について

手島津(1954)1柴岡道夫(脳7)も同じ課題について

貴重相成果を発表した｡とくぽ柴岡は堆積輪廻層の

岩相変化および消長と炭属の消長との規則性にふれ炭

層堆積理論を述べている,最近のものとしては下河

原寿努(!963)による看狩炭蘭夕張地区の広域にわたる

研究が傑出している.しかしわが国の炭田において

は{完全輪越葦よりもむしろ{;不完全輪廻"が多く

各炭問で輪廻型式カミ異匁っており道内炭閏のおのおの

の標準輪廻を明らかにする必要カミあろう由

璽鉱物分析は璽鉱物組成や量の差異による地層

の区分特徴的な鉱物の存在から堆積物の供給源や堆積

しはじめた時期火山活動の状況など古地理を考察する

ため有力な資料を提供する.飯島東は古地理を携定す

るうえでの箆鉱物の役割について系統的に研究を進めて

おり1957年石狩層灘中の重鉱物分布から看狩･樺戸1

留萌各炭田および釧路炭田(1959)の古地理を述べてい

る.また佐藤良昭は留崩炭蘭(1蜘)1釧路炭田

(1963)で同じような研究を行なっている曲

爽炭層中には堆積構造のうち斜層理･漣痕･ソｰル

マｰク校と堆積当時の水流ぽよる地質現象が多く認めら

れる.

斜鰯理･漣痕･ソｰルマｰクなどの研究は堆

積時における古流系の方向をあらわしさらにそれらが

もたらされた堆積物の運搬方向や供給源をも明らかにす

簿輿遂巌闘嚇猟の麟繍(孫

狩巌閏三諦麓金筑)

図1粒度分析1重鉱物分析などを併用して

広範麗に実施する必要秘ある.

肯生物学的研究は炭囲内に分布する海成層について

有孔虫1軟体動物化石などが淡水成層では糖物化石

石炭については花粉･胞子化宥などが研究されている,

北海道の炭剛ご産する員化宥は爽炭層と互層する

海成層と爽炭層をおおう海成層と紀ついておもに研究さ

れている.す匁わち石狩巌閏の若鍋層1赤平層･幌

内層釧路炭田の舌辛層･茶路層苫前炭団の築別層な

どはその含有動物化石群が明らかにされている.その

ほかにも留煎炭田の白木層天北炭田の鬼志別層など数

多い成果がある.これらの成果は直接爽炭層の対比

や堆積繋境の解明に貢献するほか空知背斜廉西両翼の

地層対比･地層の分帯･岩相変化など岩相区分のみでは

解決でき恋い問題に役立っている,とくに下河原寿男

･手島津｡大西弘･井上正昭(蝸5～五963)らは幌内

層(原さ約1,300mの均質な泥岩からなる)から産出す

る化石の量的とり扱いによって地層の分帯(§帯)に成

功しており幌内層下に伏在する炭層探査に多大な貢献

をもたらしている.

ることで有用である.道内で

は釧路炭閉養裸地域において長

浜春夫(工967)が各地層ごと

に斜層理による流れの方肉を表

示し等層厚線図(堆積時にお

ける盆地の形態を示す)との関

連を検討している.また成

果は公表されていないが地質

調査所石炭課による釧路炭照の

総合研究(エ960～工966)はこの

繭から研究が続けられた｡こ

の研究課題は吉地理復原のう

乏で重要な役わりを果たすもの

と考えられ岩相図1響層厚線

一定層準を�
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種に差異カミあることカミわかっている､花蜜蒐は宥狩

炭田は蔓性植物化石の多いがこと鯛ち洲誰船獄渇｡

1石炭中の花粉･胞子化石灘の研究はは簑笥⑳傾陶然あ

る由1つは石狩･樺戸･留蕨1釧路炭禺湾徳泳蟹蒲

(王958･1966)が行なったように主要炭属⑳稽紛灘の

特徴を明らかにし花粉化石灘による昔気候帝酋糠塗を

推定する串他は地層申の各層準無の含有燦陶⑳織徴

をとら克地層毎の花粉構成を明蟻か悠篶で層位学縫

火煉瓦の製造に利用されている.

され(坑内試錐によるガス抜きや仏跡密閉による)こ

れを利用するところが多くなっている.たとえば赤

平炭砿のカスタｰピンタ張炭砿のガス発電大夕張炭

砿のメタノｰル製造太平洋炭砿グ)都市ガス供給などが

これである,この分野ぽおける砦面の地質学的研究は

ガス突出の予防およびガス利用のための賦存状態の調査

に重点がおかれている｡これら研兜課題のうち成因の

解明には地球化学1岩石物性部門を含めた共同研究が

必要であろう.またガスとは直接関係は匁いカミ坑

内水とくにα佃の多い“化石水"の存在状態とその性質

は採掘･保安上の問題として多くの炭砿で注目され

ている.

(毎)炭質研究

炭質の研究を大別すると次の3つに分けられる.'第

1は工業分析1元素分析などの化学的方法で篤2は最

近とくに進歩した石炭組織を調べる岩石学的方法第3

は石炭の破砕性1耐水性･圧縮性などの物理性の研究で

ある,北海道においては前妻宥について研究が行匁わ

れている,柴岡道夫(脳6～!964)は天北1釧路1

留鵡･有狩各炭閏における主要稼行炭層の石炭組織成分

(ビトリット･クラリット･炭質頁岩十岩石1黒クジ㌫

ヅトドリット)の含有量の特徴を表示している葉だ

柴岡は上記研究に平行して石狩炭田空知地区の美唄層

の各炭層と夕張地区の夕張10尺層とについて石炭組織成

分の含有量の側方変化を明らかにし炭層の堆積環境に

ふれている.佐女木実は留鵡炭関大和閏炭砿(1959)･

石狩炭田東芦別地域(196!)の有炭組織成分を朗らかに

したほか発熱量と深度との関係石炭組織成分と炭化

度との関係に書及している,

むすび

以上述べたように北海道の有炭調査軸研究の柘もな

問題点は次のものがあげられる｡す匁わち

1)採炭の進藤に伴い探査の対康瞼地下深部｡海底へと向け

られるものと考えられる.深部における炭層の予測には

上述の諸研究によって欝穫された地域的資料を広域にわた

って収集し総合解析をする必要がある

2)坑内保留1採炭に関連する局巌の物理性･岩石物性および

応力場の変せんによる断層生成機機などは今後一層研究

を推進すべ書分野である

3)石炭組織学1花粉学などの応用面すなわち肩炭親織成

分の変化から炭層の生成機構の澱明および花粉･胞子化石

形態の進化による層位学的研究への刹馬などである

(錐謝ま北海道支所)�


